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はじめに 
 

 

 

 昨今、地方においては、過疎化によりバス路線や鉄道の廃線が相次ぎ、交通手段が限

られる中で、遠距離通学の高校生にとって、原動機付自転車（以下「原付」という。）は無く

てはならない存在となっています。 

 

 高校生の原付による交通事故死傷者数は年々減少傾向にあり、とりわけ平成 23 年は

前年比 306 人減少して 3，269 人（内死者数も前年比 6人減少して 15 人）となりました。 

 生徒 1万人当たりの原付事故死傷者数は平成 15 年の 21.78 人から、平成 23 年は 9

人に減少し、生徒 1万人当たりの自転車事故死傷者数の 53.27 人(平成 23 年)と比較す

ると大きな開きとなりました。 

 これは高等学校をはじめとして警察や教習所に加え、原付実技の教育現場における二

輪車安全運転推進委員会の指導員等の真剣な取り組みと協力が成果して現れたものと

推察されます。 

 

 これ以上、交通事故により尊い命が奪われないよう、原付を利用して学校に登下校する

生徒の交通事故を未然に防止するため、この実技教育実施マニュアルが指導者の皆様

にご活用いただければ幸いです。 
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１．原付実技講習の現状と課題 

（１）「原付通学許可校等の生徒指導担当者研修会」の経緯  

平成 16年度より、生徒１万人あたりの原動機付自転車（以下「原付」という。）の交通事故死

傷者数が多い県を中心に「原付通学許可校等の生徒指導担当者研修会」の実施を提案したと

ころ、18 県の教育委員会から同意があり、各県の自動車教習所で２～３回継続した開催となり

ました。 

研修に参加された教員の多くは、従来の取り組みでは不十分であると認識され、交通安全意

識も変わり、より積極的に活動されるようになりました。具体的には、研修会受講後に指導要領

に基づく原付実技講習の実施を地元自動車教習所に相談して実現の運びとなったことです。原

付通学生の実技教育に熱心に取り組んでいただいたことにより、高校生の原付事故の減少に

結びつくようになりました。 

 

その例として、鹿児島県では全県の高等学校で原付実技講習は毎年１回開催していました

が、平成16年当時は１万人当たりの死傷者数が100人を超えている状況でした。「原付通学許

可校等の生徒指導担当者研修会」を実施したことを機に、もちろん他の研修との相乗効果もあ

りましたが、死傷者数をほぼ半減することができました。 

鹿児島県のみならず本研修会の実施県では、平成 22 年の原付による交通事故死傷者数は

平成16年と比べるとほぼ半減しています。中には、毎年数件あった原付死亡事故がゼロになっ

た県もありました。 

 

（２）原付実技講習の実態と課題 

通学途中での交通事故は学校管理下とされているため、学校は安全教育の実施を求められ

ていますが、原付通学許可校における当時の課題は、実技講習の実施率が４割未満と低い状

況にあったことと、その実技講習も基本走行運転技術の習得を主体とした講習内容となってい

たことです。 

高等学校における原付実技講習は、大きくは教習所に依頼するケースと警察・全日本交通

安全協会二輪車安全運転推進委員会に依頼するケースの二つに分けられますが、主に原付

免許取得時講習に沿った形での展開となっています。その内容は、指定位置からのブレーキン

グ、パイロンスラローム走行、進路変更、右左折の仕方の法規走行等の基本走行運転技術の

習得を目的としたプログラムを基に構成されています。 

事故防止の観点からみれば基本走行運転技術の習得を主体とした講習では、原付運転に慣

れた頃に生徒が起こしやすい交通事故の対応策が不足しています。 

 

（３）高校生の原付事故発生状況と課題 

原付は四輪車より交通事故による致死率が高いこともあり、一般的に「二輪車は危ない乗り

物」と言うイメージが定着しています。そこで、高校生の原付事故が多発する原因を明らかにす
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るために交通事故総合分析センターに事故分析を依頼したところ、高校生の原付事故の約８割

は交通違反により発生しており、その交通違反の多くは交差点における安全不確認や動静不注

視等であることがわかりました。言い換えると「交通違反をすると事故に遭う確率が高くなる」と

言うことです。 

発生場所として、約６割が交差点とその付近での事故が目立ちます。自転車は歩行者の延

長線上の感覚で、原付は自転車の延長線上の感覚で乗っている生徒が多く、交差点の一時不

停止や信号無視で飛び出したり、また信号が青に変わると周囲の安全を確認せずに急に飛び

出したりして重大事故になっています。 

さらに、高校生の原付事故では第一当事者※比率が４割強もあることから、加害者としての

賠償責任が発生することも課題です。 

 

２．原付実技講習の充実 

（１）事故分析に基づく原付実技講習の実施  

多くの高校生はよく交通規則を理解しないで原付に乗るか、または、交通規則を知っていて

も守らないで事故に遭っていると考えられます。原点に戻って交通規則を守らないとどうなるか

を教えることが必要となります。そのため、高校生の原付事故分析に基づいた実技講習と、一

時不停止などによる衝突事故が及ぼす影響を正確に理解させるための事故再現により、自ら

が安全に「危険」を体験し、自ら「気づく」ことを主体とした実技教育が重要となります。 

  

（２）教育効果を高めるグループ協議の実施 

高校生は、交通事故は自分に関係ないと思っていることも事実の一つです。大きな事故が起

きてからでは遅いので、事故が起きる前に事故を未然に防止する対策をとることが大切です。

そこで、生徒が実際に経験した事故や、「ヒヤリ・ハット」をより正確に把握し、自校の事故事例

を活用することにより、自校に相応しい交通対策が可能となります。 

各学期末に「潜在危険の把握と事故未然防止策の班別協議」指導案（Ｐ4）を活用して、生徒

自身が体験した交通実態に基づき生徒同士の話し合いによる分析と対策協議を実施すること

で情報が共有化されるとともに、学校として取り組むべき方向が見えてきます。 

事故分析に基づいた実技教育の実施に加え、生徒の参加体験型学習を小集団で行い、より

相乗効果がでるように取り組むことが重要です。  

    

 

 

 

 

  ※ 第一当事者 ： 事故に関係した人の過失の重い方を第一当事者と言い、過失が同程度の場 

              合は、人的傷害程度が軽い方が第一当事者になります。 
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平成 23 年 高校生の原付事故発生状況 
 

 

 

      道路形状別道路形状別道路形状別道路形状別事故件数事故件数事故件数事故件数    １１１１当当当当++++２２２２当当当当                                            法令法令法令法令違反別違反別違反別違反別事故件数事故件数事故件数事故件数    １１１１当当当当++++２２２２当当当当    
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潜在危険の把握と事故未然防止策の班別協議 

ねらい 高等学校では生徒の死亡事故や入院30日以上の重傷事故は把握しているものの、小

さな事故までは把握しておらず、事故事例が生かされていない状況です。 

「ハインリッヒの法則」（P22 参照）ではヒヤリ・ハットのような潜在危険を把握し、適切な

対応策を取ることが重大事故を減らすもとになると言われているため、これを基にした参

加体験型学習を実施します。 

 各学期末に近いホームルーム活動を活用 

事前準備 ・地域や交通手段が同じような環境の生徒を集め、６～7 人の小グループを編成し、机を

移動させる。 

・グループリーダーと書記はあらかじめ決めておく。 

指導時間 

（50 分） 

説明 

（5 分） 

・生徒に 300：29：1 のピラミッドを見せ、「ハインリッヒの法則」とは何か、ねら

いを説明する。 

・「高校交通アンケート」（Ｐ21）を配布し説明する。 

記入 

（5 分） 

・生徒に自分で経験した交通事故とヒヤリ・ハット体験を配布したアンケートに

記入させる。 

討議 

（25 分） 

・各人のアンケートをもとにグループで討議させる。 

・交通事故とヒヤリ・ハットに分けて、各人の記入結果をまとめる。 

・交通事故とヒヤリ・ハットに分けて発生要因が多い順に１位から３位までを選

出し、何故起きたのか、どうしたら事故を減らせるかを討議し、解決のための

目標をもたせる。 

・メンバーには平等に発言させ、出された意見は否定しないで尊重するよう指

導する。 

・各グループで討議の結果をまとめる。 

・書記は記録をベースにして発表用模造紙に討議結果を記入する。 

発表 

（10 分） 

・全体会で各グループ代表に討議の結果を発表させる。 

 （目安：1 グループ２分） 

講評 

（5 分） 

・討議と発表を通じて生徒が熱心に取り組んだことを称える。 

・『グループ全員で決めた目標だから、まずはトライしよう』と投げ掛け、グルー

プ活動として行うことを提案する。 

まとめ ①小集団活動の目的は、単に交通事故データを取るだけでなく、ヒヤリ・ハットと事故情報

を共有化し、対応策をグループで話し合う。 

②交通事故は他人事でなく、自分自身が遭う可能性があることを自覚させて、行動変化

を促す。 

③クラスとしても学年末に向けて事故削減目標を決めた安全活動ができれば、原付実技

教育との相乗効果が期待できる。 

④「ヒヤリ・ハット発生状況」（P23）、「事故発生状況」（P24）を使用して更に深堀すると生

徒の安全意識を高めることができる。 
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３．実技教育カリキュラム 

（１）実技教育カリキュラム 

原付通学生の登下校中の交通事故は学校管理下ですから、学校として事故を無くすために

生徒にどのような交通安全教育を実施したかが問われます。学校保健安全法に基づいて、学

校安全計画は実行可能な内容に仕上げることに加え、計画に添った実行の推進が求められて

います。 

実技教育カリキュラムは、原付事故の中で生徒の事故が多い項目に絞り込み、危険体験等

を通じて生徒に安全運転の自覚を促すことと、バランス力の習熟度を高めることがねらいです。 

         ※３つの項目をロ－テーションしながら、同時に進めていきますので、時間は厳守します。 
       ※各セクションの終了５分前にアナウンスを入れ、まとめに入ります。 

 

（２）教育手法 

実技教育においても「教え込み」方式では教育効果に限界があるので、「参加体験型教育」を

採用し、体験を通じて何を感じたか、どうすれば良いかを生徒に質問し、答えを引き出す２ウェ

イコミュニケーションによる「気づき」方式で推進します。運転は自立した行動が求められます。 

 

（３）安全管理 

実技教育中に事故が発生してしまっては、講習の存在意義を問われかねません。生徒、指

導者の受傷を防止するために、十分な準備をし、当日は、安全を第一優先に講習を運営しま

す。 

 対  象 第二段階の高校生 40 名程度 

   第二段階  対象：免許取得後概ね６か月経過している者が習得する 

            段階 

 所要時間 ３時間 

 会  場 自動車教習所または高等学校校庭 

 指 導 者 原付指導のできる教員または二輪車安全運転推進委員会指導員や教習所指

導員など６名 

 サポート 高等学校生徒指導担当者 
  

タイムスケジュール例 

13:00～13:05  5 分 開会式 全 体 

13:05～13:15 10 分 講習のねらいと説明・諸注意 指導者紹介 〃 

13:15～13:35 20 分 運転の基本 ①準備体操 ②車両点検 ③服装、ﾍﾙﾒｯﾄ 〃 

13:35～13:55 20 分 事故再現  ①速度測定  ②衝突実験 〃 

13:55～14:30 35 分 ﾌﾞﾚｰｷﾝｸﾞ 低速ﾊﾞﾗﾝｽ ｺｰﾅﾘﾝｸﾞ ｸﾞﾙｰﾌﾟ別 

14:30～14:40 10 分 休憩 〃 

14:40～15:15 35 分 ｺｰﾅﾘﾝｸﾞ ﾌﾞﾚｰｷﾝｸﾞ 低速ﾊﾞﾗﾝｽ 〃 

15:15～15:50 35 分 低速ﾊﾞﾗﾝｽ ｺｰﾅﾘﾝｸﾞ ﾌﾞﾚｰｷﾝｸﾞ 〃 

15:50～16:00 10 分 閉会式 全 体 
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講習中の事故防止・事故時の被害軽減のために安全確保について特に留意する。 

 

＜準備段階＞ 

・見舞金（保険）等の付保確認。特に校庭で実施する場合。自動車学校の場合には施設保険 

 等があって、今講習に適用可能かどうかを確認する。 

・保護者への緊急連絡先、当日の救急病院の確認 

・カリキュラムごとの安全の確保 

～実技中、原付の走行ルートが交差しないコース・レーンの設定とし、なるべく簡単なコー   

 スレイアウトを作る。 

～指示速度が余裕を持って出せるコース設定 

～十分なセーフティゾーン（制動レーンの停止距離プラスα、コーナリング時の 

コーナー外側の余裕など） 

～見学者や実技順番待ちの生徒の安全な待機場所。部外者のコース内への立入制限 

～危険箇所がコース内にあれば、そこを避け、パイロン、コーステープで立入制限し、安全

管理要員等を配置させる。 

等を考慮したコース設定およびそのための会場下見 

・指導者、教員の役割分担を明確にしておき、安全確保上の留意点について情報共有する。 

・応急手当用品（ファーストエイドキット）の準備 

・車両点検、自賠責保険の確認を事前にさせておく。 

・安全装備（ヘルメット、長袖長ズボン、手袋）、レインウエアの準備。肘膝ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰは自動車学

校などで借りるよう予め手配 

 

＜当日の指導上＞ 

・応急手当用品（ファーストエイドキット）の準備 

・安全装備（ヘルメット、手袋、肘膝プロテクター）等の確実な着用。特に指導者は模範となる。 

・指導者のわかりやすい指示（何を、どの速度で、何回するのか）と生徒がその指示を理解し

たかの確認 

・発進時安全確認の徹底（右→左→右→右後方） 

・前走者が停まったり、転倒してもぶつからない余裕を持った発進間隔 

・天候悪化（豪雨・強風、熱中症の恐れのある高温多湿）などによる講習継続の状況判断を適

切に行う。 

・生徒の体調の把握（途中で具合悪くなったら、無理をさせない） 
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（４）講習項目  

  ①車両点検と服装 

 

ねらい これから実技講習を実施するにあたり、準備として、体操、車両点検、服装点検

をさせることで、講習を受ける心構えの向上と講習中の受傷事故防止を図る。 

 

準 備  生徒を学年別または参加者が多い場合はグループ別に横隊で整列させる。 

諸注意 ・指導者の指示に従って行動すること。グループ別に団体行動をとるように伝え

る。 

・体調が悪い人はいないかを確認し、体調が悪くなった場合は遠慮なく指導員に

申し出るように伝える。 

 

準備体操  号令を元気よくかけ、主催者のペースに生徒を引き込むようにする。  

車両点検 大きく重点点検項目は５点 

①···ブ）ブレーキの効き具合は大丈夫か。 

②···タ）タイヤの空気圧は適正か、亀裂や摩耗はないか（スリップサインが現れ

たら交換します）。 

③···ト）灯火類（ブレーキランプ、前照灯、尾灯、方向指示器）は点灯するか。 

④···燃料）今日１日走行できる量が入っているか。 

⑤···自賠責ステッカーの有効期限が切れていないか確認をする。 

 

服装等 直接に雨や風を受けることによる疲労を防止し、転倒した場合は体にダメージ

を受けることもあるので、長袖・長ズボンを着用させる。 

生徒は安全装備として手袋・肘膝プロテクターを着用しているか確認する。 

 

ヘルメット 事故が多発する交差点などで四輪車に側面から衝突されると原付は簡単に倒

れ、ヘルメットを被った頭を地面に叩きつけられることになる。ところが、生徒の多

くはヘルメットの重要性を理解していないため、顎紐が緩かったり、ヘルメットを被

っていても顎紐を締めていなかったりしてヘルメットが脱げ、頭を地面にぶつけて

死亡する事故が起こる。（二輪車死亡事故では約 3割がヘルメットの脱落有） 

ヘルメットの顎紐は指 1 本入る程度にしっかり締めること。また、大きなダメー

ジを受けたヘルメットは衝撃吸収力が低下している可能性があるので、使わない

ように指導する。 

 

 



 

 

 

- 8 -

  ②速度の読み取り 

 

ねらい   交差点での原付と車両の衝突事故は出会い頭で 34％、右左折時で 30％と計

64％の事故が発生しており、原付が死傷する割合が高い傾向にある。 

  事故発生要因としては、原付の交通違反が約８割と多いこと、交差道路を走行

してくる車両の動きをよく見ていないことに加え、速度の影響の怖さを知らずに軽

視していることが挙げられる。 

  速度の読み取りを通じて、自分の目の不確かさを自覚させることがねらい。 

事前準備 ①四輪車１台   ②原付１台  

③シート「交通規則を無視したらどうなると思いますか？」参加者数分 

                                              （Ｐ20 参照） 

④パイロン 1本  ⑤ハンドマイク  

 

リハーサル 

 

１．スタート位置・速度測定位置を決めておく。（原付の速度が出ない場合は

125cc のスクーターを使う。） 

２．一番速度の出る直線路の速度測定位置で最高何 km/h まで出せて安全に止

まれるかテストする。  

３．四輪車と原付は速度計測地点（交差点より２秒分手前）までに加速し、指定速

度に達したらしばらく等速走行し、アクセルを徐々に緩め、減速走行をする。 

４．四輪車の運転者にコースで出せる最高速度でトライさせ、原付も同じ速度が

出せるか、最後にもう１度確認する。 

本 番 

（８分） 

 

 

 

１．準備と説明 

  ①四輪車と原付をスタート位置に移動し準備する。 

  ②セクションチーフは生徒を見やすく安全な場所に誘導する。                    

  ③生徒にシート「交通規則を無視したらどうなると思いますか？」を配布し、筆

記具を準備させる。 



 

 

 

- 9 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ④四輪車と原付が走って来たら、「ハイ」と言った瞬間の速度を直感で読み取

り、５km/h 単位で記入するように伝える。 

 

２. 実演 

①合図を出して四輪車、原付を順次スタートさせる。 

②速度測定位置に来たら「ハイ」と声をかけてシートに直感速度を記入させる。 

③四輪車はスタート位置に戻り、事故再現に備える。 

④原付は交差点に移動して停止し、待機する。 

 

３. 結果の記入 

①生徒２～３人にまず四輪車の走行速度を聞く。 

②次に原付の速度を聞く。 

③原付を運転していた指導員が実際の速度を発表する。 

④生徒に実際の速度を記入させ、直感の速度との差を記入させる。 

 

４．生徒に読み取りを確認 

①原付の実際の速度と直感の速度の違いを確認する。 

・実際の速度より低く見た人と、高く見た人の人数を確認する。 

②四輪車の実際の速度との違いを確認する。 

・実際の速度より低く見た人と、高く見た人の人数を確認する。 

③読み取りの確認 

・前面投影面積が小さい原付の方がまだ遠くにいるように見え、速度は遅い

ように錯覚する傾向がある。 

・これが四輪車右折、二輪車（原付を含む）直進時に発生する右直事故の発

生要因である。 

・原付は交差点では四輪車の動静をよく見て減速状態で通過するようにす

る。 

まとめ １．原付の生徒は一時停止をして車が来ないかよく見ることを習慣化する。 

２．交差道路の車の速度や距離を正確に読み取ることは難しいので、車が見えた

ら通過するまで待つようにする。 

３．特に二輪車のような小さな乗り物は、四輪運転者から軽視されたり、速度や距

離を見誤まられるので注意する。 

本 番 



 

 

 

- 10 - 

③事故再現 

ねらい   前項の「速度の読み取り」時の速度で走行してくる車両と一時不停止で飛び出

した原付が衝突したらどうなるかを段ボールを使って再現し、衝突時の衝撃力の

怖さを体感させる。 

  一時不停止と信号無視は重大事故になることを理解させることがねらい。 

事前準備 ①四輪車１台  ②一時停止標識（簡易版） 

③段ボール空箱（自転車又は薄型大型ＴＶ）２箱（リハ＆本番実施分）  

④ロープ６ｍ×２本 ⑤ハンドマイク ⑥綿テープ２巻 

⑦シート「交通規則を無視したらどうなると思いますか？」参加者数（Ｐ20）  

リハーサル 

 

１．用意した段ボールの空箱を空気が漏れないように綿テープでしっかり密封し

て２本のロープを２/３の高さの両縁近くを通す。（一方は引き用、一方は止め

用） 

３．段ボールの中央に四輪車を衝突させるために、段ボール箱は交差点のどこで

止めるか、四輪車は右タイヤを中央線の端より何センチのところを通すかの

位置決め調整をして、目印のためのテープを路面に貼る。 

４．調整が終了したら、事故再現のための四輪車を 50km/h で走行させて、２秒

手前の 28ｍの地点に差し掛かったら、段ボール箱を引っ張り出し、四輪車と

衝突させた時に箱の中央部に衝突したか確かめる。 

 

本 番 

（12 分） 
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   ≪参 考≫ 

交通事故に遭った場合には、事故発生時の報告・連絡ルートを明確にする必要がある。 

①直ちに運転を停止して、負傷者を救護する。 

②道路における危険を防止する。 

③警察へ届け出る。 

④学校へ連絡する。 

特に加害者となった場合に、救護もせずに立ち去ると救護義務違反となり、罰則として 10

年以下の懲役または 100 万円以下の罰金となる。 

高校生でも第一当事者になった場合は本人への賠償責任問題が発生し、最近では数千

万円という高額の賠償金の支払い例もある。高額賠償となるとすぐに対応することは難しい

ので、任意保険に加入するなど事故への備えが必要である。 

１．準備 

 ①四輪車をスタート位置に移動し準備する。 

 ②段ボールを引く指導員も位置につく。 

 

２. 実演 

 ・四輪車を指定速度で走行させて、四輪車に原付の身代わりとして段ボールを

衝突させる。  

 

３. 確認 

①事故再現を見て感じたことをシートに記入させる。 

②事故再現の感想を生徒に聞き、あなたならどうするか尋ねる。 

③飛び出しは重大事故となることが理解できたか確認する。 

④走ってきた四輪車は運動エネルギーを有している。運動エネルギーを公式

で表すと、 

  運動エネルギー ＝ 質量（車両重量＋乗員重量）× 秒速² ÷２ 

 となる。 

⑤小型車は乗員を含め 1,000kg とすると、 運動エネルギーは 1,000kg×{（50

÷3.6）m/秒}²÷２となり、96,451 ジュール（kg・ｍ²・ｓ²） 

  の運動エネルギーを有する物体に相当する。 

 

まとめ １．信号を無視しない。信号を守ることは自らの命を守ることと同じ。 

２．出合頭事故は二輪車事故で最も多く発生する事故形態であり、一時停止標識

があるところでは停止して、安全を確認してから走行する習慣をつける。 

本 番 
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 ④ブレーキング 

 

ねらい   運転の３要素「走る・曲がる・止まる」の中で最も重要なのは「止まる」こと。高校

生の原付事故分析ではブレーキ操作やハンドル操作不適が目立つので、生徒の

運転習熟度を上げる必要がある。 

  通常の目標位置からの制動がきちんとできることに加え、目標位置での停止が

無理なくできるようになることがねらい。   

事前準備 ①先導用原付１台 ②パイロン 10 本  ③ハンドマイク 

④綿テープ１本   ⑤40ｍの直線路を折り返し使用 

リハーサル 

 

１．中央線の片側に目標位置からの制動コースをつくる。 

２．折り返して、目標位置での停止コースをつくる。 

３．指定速度が楽に出せる距離をスタートと目標位置とし、それぞれにパイロン２

本を設置する。 

４．中央線上の折り返しのＵターン地点の目印としてパイロンを１本ずつ設置す

る。 

本 番 

 35 分 

 

 

１．慣熟走行 

 ・パイロンの外側を２周する。 

 

２．コース走行（目標位置からの制動 目標位置での停止） 

 ①１回目 30km/h で走行し、目標位置から制動を開始する。 

       ⇒U ターンして、 

            20km/h で走行し、目標位置で停止する。 

（３分） 

（30 分） 
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 ②２回目 40km/h で走行し、目標位置から制動を開始する。 

      ⇒U ターンして、 

      40km/h で走行し、目標位置で停止する。 

 

 ※ 制動距離は走行速度や路面の摩擦係数に左右されるために、原付の法定

速度は 30km/h だが、それを超える 40 km/h と 20 km/h の速度の違いに

より、制動距離に差が出ることを体験させ、生徒に取るべき行動を理解させ

ること。 

 

 ※ 制動距離（m）の出し方＝（時速÷3.6）2÷（２×μ×ｇ） 

    μ···路面とタイヤの摩擦係数 

g···重力加速度 9.8m/秒 2 

   

３．目標位置での停止の課題 

１回目は 20km/h、２回目 40km/h で走行するため、１回目と２回目では速度

は２倍になり、２²＝２×２＝４（倍）と、速度が高くなると制動距離が長くなるため

早めのブレーキが必要なことを理解させる。 

出来るだけ停止線の近くで止める努力をさせる。（ただし、無理はしないこ

と。） 

まとめ 

 

１．制動距離は速度の二乗に比例して長くなるので速度の出し過ぎに注意する。  

２．追突防止のため前車との車間距離は走行速度の２秒分以上は空ける。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２分） 
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⑤低速バランス 

 

ねらい   オフセットスラロームコースを使用した低速バランス走行により、自分の運転操

作が未熟であり、更に習熟度を高める必要があることを自覚させるとともに、能力

にあった安全な走行をさせることがねらい。 

事前準備 ①先導用原付１台 ②パイロン 12 本    ③ハンドマイク１台  

④綿テープ１巻（待機ライン・進路）     ⑤巻尺  

リハーサル 

 

１．近くに段差がない平面なコース（16ｍ×22ｍ以上） にパイロン 12 本を使いコ

ースをつくる。 

２．下図の間隔でパイロンをセッティングする。  

３．セッティングが終了したら、担当指導員が簡単に通過できるかを確認する。 

４．指導員が通過するのが難しい場合は、一番外側のパイロンを更に外に 20cm

広げる。簡単に通れた場合は広げたパイロンを 10cm内側に戻す。 

本 番 

 35 分 

 

１．慣熟走行 

  パイロンの外側をゆっくり２周する。 

 

２．模範走行 

  担当指導員が模範走行をする。 

  ※足を着くことがないように注意する。 

 

３．体験走行 

①１回目はアドバイスなしで、生徒にトライさせる。 

（３分） 

（３分） 

（25 分） 
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②１回目の走行の様子をセクションチーフがチェックする。 

③極端にアクセルを開けたり閉じたりするとバイクが急に立ちあがったり倒れた

りするので、アクセルは少し開けて一定速度で走行することと、速さをリヤブ

レーキで調整することを、１回目の走行を見た後にセクションチーフが生徒に

伝える。 

④膝を左右に大きく振りながら走行したり、両足を前に出して膝を真っすぐにし

て走行したり、両膝を外側に開いて走行している生徒にはバランスがとりにく

いため、足をステップに平行に置き、膝は直角にして座り走行するように伝

える。（基本姿勢の確認） 

⑤３つ目の旗門を通過したら次走者をスタートさせる。 

⑥２回目はアドバイスに沿った走行をするよう生徒に伝え、トライさせる。 

  

まとめ １．乗車姿勢はバランスのとり方に影響を与えるので、低速でも正しい乗車姿勢を

保つ。 

２．二輪車は乗員がバランスをとって走行する乗り物であり、低速になるほどバラ

ンスをとるのが難しくなる。一般道では自分の能力でバランスを取ることが出

来ないほどの低速になれば無理しないで足をつく。（なるべく左足） 

３．低速では元々バランスを取るのが難しい上に、路面のうねりや凸凹の影響を

受けバランスを崩しやすいので、路面状況をよく確認する。しかし、路面ばか

りを見ず、周りの状況を良く確認して走行する。 

４．低速の小回りになれば、原付のような車体が小さいバイクでも内輪差が生じ、

他のものへ接触しやすいので、それを考慮して走行する。 

 

 

 

（４分） 
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⑥コーナリング 

 

ねらい   高校生の原付事故を分析すると、真っすぐな道からカーブに入る時に減速不

足で対向車と正面衝突したり、路外逸脱したりして、死亡や重傷となる重大事故

を起こしている。 

  カーブ進入直前部分での速度が高すぎたため原付の減速が足りずにカーブに

進入した場合どうなるかの危険体験を通じて、カーブの大きさや路面状況に応じ

たコーナリング時の安全速度を理解させることがねらい。 

事前準備 ①原付１台   ②パイロン６本   ③綿テープ１巻  ④ハンドマイク 

⑤半径 10ｍから 12ｍのカーブ。  

⑥摩擦係数（µ）教習所：0.7~0.75（濡れた路面：0.6） 校庭（砂地）：0.4  

⑦限界速度＝√(µ×r×g)m/sec  3.6 倍して時速に換算する。  

  限界速度は、25km/h を超えないようにコースを設定する。 

リハーサル 

 

１．使用するカーブは、安全ゾーンが確保できるかを最優先して決定する。 

２．そのカーブの限界速度を算出し、＋10ｋｍ/ｈまで試走して安全を確認する。 

３．スタート位置は、カーブ入口を示す進入用パイロンまで余裕を持って限界速度

に達する場所に設定する。 

４．担当指導員が先導して２周慣熟走行した後に、説明場所に誘導し駐車する。

他のセクションとコースが交差しないことを確認する。 

本 番 

 35 分 
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１．慣熟走行 

①コーナリングに使用するコースを２周する。 

②セクションチーフは生徒の走行姿勢等を観察して、危ない生徒がいないか確

認する。 

③慣熟走行終了した頃合いを見て先導担当者はスタート位置に移動する。 

 

２．コーナリングねらいの説明 

①説明場所に生徒を集合させる。 

②カーブで転倒した経験がないかを生徒に聞く。 

③カーブには限界速度があることを知っているか聞き、限界速度について説明

する。 

   限界速度の公式は、√（µｇｒ）であり、摩擦係数×重力加速度×半径をル

ートで開いて3.6倍すると時速に換算できる。それをもとに限界速度を計算し

生徒に伝える。 

④体験走行につい説明する。 

 ・１回目：限界速度マイナス 10km/h 

 ・２回目：限界速度  

 ・３回目：＋10km/h で走行 

 

  ≪説明の手順≫ 

ア 指示速度は守ってください。進入用パイロンの手前で指示速度に達して

いること。私が速度を見て微調整します。手のひらを上に向けて持ち上げ

たら少しスピードアップしてください。逆に手のひらを下に向けて下ろした

ら、スピードダウンしてください。 

イ アクセルは中央線を越える手前まではそのまま維持し、越えそうになった

らアクセルを戻し、ブレーキはゆっくりと掛けてください。 

ウ 指示速度の確認。１回目は何キロですか？２回目は？３回目は？ 

エ 「怖い」と感じたら、無理せずアクセルを戻してください。 

 

３．模範走行 

   先導担当者が進入用パイロンに入るまでに指定速度になるよう模範走行す

る。 

 

４．体験走行 

 ①先導担当者は模範走行終了後に説明場所に戻り、生徒の半分をスタート位

（３分） 

（４分） 

（３分） 

（22 分） 
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置に誘導する。 

 ②生徒に指示速度の確認をして、前車が体験コーナーに差しかかったら順次ス

タートさせる。 

 ③残り半分の生徒にカーブではどんな走り方がよいのか、視線はカーブの出口

にむけた情報の取り方を観察させる。３周の体験が終了したら交代する。 

 

５．確認 

 ①全員が３周の体験を終了した時点で、生徒にどの体験走行が怖かったか聞

く。限界速度か、＋10km/h かを尋ねて手を上げさせる。 

 ②怖い思いをしないようにするにはどうしたらよいのかと質問する。 

 ③安全速度は限界速度の何％か、それはつまり何㌔か聞く。（70％が正解。） 

 ④路面が濡れていたり、砂が浮いていた場合には、限界速度が低くなるので注

意して走行する。 

 ⑤限界速度体験はこの講習だからこそ体験できたが、一般道ではしないこと。 

 

６．仕上げ走行 

 ①スタートしたら一旦 40km/h まで速度を上げてから、直線部分で速度を落と

し、直線部分で限界速度の 70％の安全速度まで落として走行させる。 

 ②カーブの内側にバイクと体を傾斜させたライディングフォームで、進行方向に

顔と胸を向けて走行させる。 

 

まとめ １． 見通しの良いカーブでは直前で安全にコーナリングできる速度まで落とし、進

入する。（制限速度内で） 

２． カーブの先の障害物や路面状況が見えない見通しの悪いカーブでは見える

範囲内で停止できる速度で走行する。 （制限速度内で） 

    

    

 

 

（３分） 
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≪生徒の交通実態に基づく教育展開資料≫ 

 

（１）シート「交通規則を無視したらどうなると思いますか？」 

（２）シート「高校交通アンケート」 

（３）シート「ハインリッヒの法則」 

（４）シート「ヒヤリ・ハット発生状況」 

（５）シート「事故発生状況」 

（６）高校生１万人あたりの原付乗車中死傷者数順一覧（平成 23 年） 

 

 

資 料 
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交通規則を無視したらどうなると思いますか？ 
 

１． 速度の読み取り 

 自分が直感した速度を記入し、実際の速度と比較してみましょう。 
（速度が高いときは＋で記入する。） 

         自分       実際       速度差 

① 四輪車の速度（   ）km/h－（   ）km/h＝（－   ）km/h 

 

② 二輪車の速度（   ）km/h－（   ）km/h＝（－   ）km/h 

 

③ 何故速度差が出るのでしょうか？ 

 

 

 
 

２． 事故再現を見た感想を記入してください。 

 

 

 

 

 

３． 信号の意味 

① 赤信号 

１．止まれ  ２．注意  ３．停止位置より前に進んではならない 

② 黄信号 

１．止まれ  ２．注意  ３．停止位置より前に進んではならない 

③ 青信号 

１．進め   ２．注意  ３．進んでもよい 
 

４． 交差点事故を無くすためにはどうしたらよいと思いますか？ 

 

 

 

 

     

   

   年  組  名前  
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                             ２０１２． ． . 

高校交通アンケート 

 
 生徒の皆様の交通実態に基づき、グループで話し合い「自分達で考える交通安全とは何か」を作り

上げるベースとなるものです。 

 

１．今学期に入ってから現在までに、通学中にヒヤリとしたり、ハットしたりしたことがありますかかかか。 

  （○をつつつつけてください。） 

  ａ. 今学期中になし     ｂ. 今学期中に１回程度ある  ｃ. １か月に１回程度ある 

  ｄ. １週間に１回程度ある ｅ. ほとんど毎日ある 

 

２．それはどのような内容ですか？（複数回答可：○をつつつつけてください。） 

  ａ. 歩行者と衝突しそうになった     ｂ. 車と衝突しそうなった 

  ｃ. 電柱や壁に衝突しそうになった    ｄ. 自損（自分の運転ミスで転びそうになった。） 

   

３．上記２の発生要因は何ですか？（あてはまるものすべてに〇をつけてください。） 

   a. 一時不停止      b. 信号無視   c. 安全不確認   d. ブレーキ操作不適   

  e. ハンドル操作不適  f. 運転しながら携帯電話操作    g. スピードの出し過ぎ 

  h. 交差点不安全進行  i. 相手の交通違反 

  j. その他（                    ） 

 

４．ヒヤリ・ハットを無くすにはどうすればよいと思いますか？（自分の考えを記入してください。） 

  ・ 

  ・ 

  ・ 

  ・ 

 

５．今学期中に小さな事故を含め、交通事故に遭った経験がありますか？ 
  （あてはまるものに○をつけて、「ある」場合は回数を記入してください。） 

  ａ.ある（  ）回  ｂ. ない 
 

 ・それはどのような事故ですか？（すべて） 

 

    ・ 

  ・ 

  ・ 

  ・ 

  ・ 

   

                             

                           年  組 氏名 
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≪ハインリッヒの法則とは≫ 

 アメリカの保険会社の社員であったハインリッヒが、業務災害事故の発生をもとに整

理したところ、 

 １件の重大事故の裏には、29 件の小さな事故があり、29 件の小さな事故の裏には

300 件のヒヤリ・ハットがあることがわかりました。 

 ハインリッヒの考え方は交通事故防止にも応用展開されて成果を上げています。 

 

 小グループで参加者がディスカッションすることにより、「気づき」が生まれ、情報の

共有化が図られます。分母となるヒヤリ・ハットや小さな事故を減らすことが、重大事故

を減らすことにつながります。 

 今や交通事故防止だけでなく、病院での医療事故防止や防犯対策等でも活用され

ています。 

 

  

≪活用上のポイント≫ 

 ヒヤリ・ハットや小さな事故があったからといって、評価の対象や罰則の対象としないこ

とです。 
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ヒヤリ・ハットヒヤリ・ハットヒヤリ・ハットヒヤリ・ハット発生状況発生状況発生状況発生状況    

ヒヤリ・ハット発生状況図 どのような理由・状況で発生しましたか。 

  

 ①発生日時 :    月  日  時頃 

 ②道路 ： 一般道路・通学路・生活道 

 ③形態 ： 交差点（信号あり・信号なし） 

        直線・カーブ 

 ④状況 ： 登校中 下校中 私用 買い物 

 ⑤要因 ： 一時不停止・安全不確認 

        信号無視・急な右左折・ 

        急制動・操作（ﾍｯﾄﾞﾎﾝ・携帯） 

        その他（            ） 

 ⑥相手 ： 急な飛び出し・急な停車 

          割り込み・脇見・信号無視 

          予期しない行動（      ）   

状況説明 

 

 

どうすればヒヤリ・ハットを防げますか。 

 

 

ヒヤリ・ハットヒヤリ・ハットヒヤリ・ハットヒヤリ・ハット発生状況発生状況発生状況発生状況    

ヒヤリ・ハット発生状況図 どのような理由・状況で発生しましたか。 

  

 ①発生日時 :    月  日  時頃 

 ②道路 ： 一般道路・通学路・生活道 

 ③形態 ： 交差点（信号あり・信号なし） 

        直線・カーブ 

 ④状況 ： 登校中 下校中 私用 買い物 

 ⑤要因 ： 一時不停止・安全不確認 

        信号無視・急な右左折・ 

        急制動・操作（ﾍｯﾄﾞﾎﾝ・携帯） 

        その他（            ） 

 ⑥相手 ： 急な飛び出し・急な停車 

          割り込み・脇見・信号無視 

          予期しない行動（      ）  

状況説明 

 

 

どうすればヒヤリ・ハットを防げますか。 
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事故発生状況事故発生状況事故発生状況事故発生状況    

事故発生状況図 どのような理由・状況で発生しましたか。 

  

 ①発生日時 :    月  日  時頃 

 ②道路 ： 一般道路・通学路・生活道 

 ③形態 ： 交差点（信号あり・信号なし） 

        直線・カーブ 

 ④状況 ： 登校中 下校中 私用 買い物 

 ⑤要因 ： 一時不停止・安全不確認 

        信号無視・急な右左折・ 

        急制動・操作（ﾍｯﾄﾞﾎﾝ・携帯） 

        その他（            ） 

 ⑥相手 ： 急な飛び出し・急な停車 

          割り込み・脇見・信号無視 

          予期しない行動（      ）   

状況説明 

 

 

どうすれば事故を防げますか。 

 

 

事故発生状況事故発生状況事故発生状況事故発生状況    

事故発生状況図 どのような理由・状況で発生しましたか。 

  

 ①発生日時 :    月  日  時頃 

 ②道路 ： 一般道路・通学路・生活道 

 ③形態 ： 交差点（信号あり・信号なし） 

        直線・カーブ 

 ④状況 ： 登校中 下校中 私用 買い物 

 ⑤要因 ： 一時不停止・安全不確認 

        信号無視・急な右左折・ 

        急制動・操作（ﾍｯﾄﾞﾎﾝ・携帯） 

        その他（            ） 

 ⑥相手 ： 急な飛び出し・急な停車 

          割り込み・脇見・信号無視 

          予期しない行動（      ）     

状況説明 

 

 

どうすれば事故を防げますか。 
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（人）
都　道 １万人あたりの
府　県 死者数 負傷者数 計 原付死傷者数 生徒数

1 山梨 0 160 160 53.04 30,167
2 鹿児島 0 318 318 51.57 61,660
3 高知 0 53 53 23.21 22,831
4 徳島 0 45 45 20.11 22,373
5 大阪 1 484 485 19.57 247,887
6 福岡 0 272 272 19.18 141,842
7 奈良 0 75 75 17.80 42,132
8 茨城 5 166 171 17.61 97,114
9 神奈川 0 305 305 14.48 210,656
10 熊本 0 76 76 13.24 57,404
11 宮崎 0 46 46 12.04 38,197
12 京都 0 79 79 10.62 74,369
13 兵庫 0 160 160 10.58 151,284
14 岡山 0 57 57 9.90 57,603
15 和歌山 0 30 30 9.22 32,536
16 香川 0 25 25 8.93 27,981
17 新潟 0 58 58 8.20 70,716
18 大分 1 25 26 7.11 36,591
19 宮城 0 43 43 6.44 66,786
20 愛知 0 129 129 6.34 203,478
21 栃木 1 37 38 6.33 60,018
22 滋賀 0 26 26 6.31 41,179
23 静岡 1 66 67 6.30 106,370
24 沖縄 0 31 31 5.90 52,537
25 佐賀 1 15 16 5.65 28,322
26 埼玉 2 99 101 5.45 185,400
27 長野 1 35 36 5.39 66,826
28 千葉 1 83 84 5.31 158,296
29 群馬 0 30 30 5.14 58,395
30 広島 0 33 33 4.05 81,521
31 三重 0 23 23 3.97 57,923
32 長崎 0 15 15 3.22 46,559
33 愛媛 0 13 13 3.20 40,621
34 東京 0 101 101 3.01 335,306
35 岩手 0 11 11 2.65 41,547
36 山口 0 9 9 2.20 40,973
37 岐阜 0 6 6 1.00 60,022
38 福井 0 2 2 0.78 25,584
39 青森 0 3 3 0.69 43,560
40 福島 1 3 4 0.62 64,961
41 鳥取 0 1 1 0.55 18,026
42 島根 0 1 1 0.43 23,126
43 秋田 0 1 1 0.32 31,053
44 石川 0 1 1 0.29 34,964
45 山形 0 1 1 0.27 36,398
46 北海道 0 2 2 0.12 166,568
47 富山 0 0 0 0.00 31,298
合計 15 3,254 3,269 9.00 3,630,957

原付乗車中

高校生１万人あたりの原付乗車中死傷者数順一覧（平成23年）高校生１万人あたりの原付乗車中死傷者数順一覧（平成23年）高校生１万人あたりの原付乗車中死傷者数順一覧（平成23年）高校生１万人あたりの原付乗車中死傷者数順一覧（平成23年）
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